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幼児の生活リズムに関する調査
問題と目的
生活の様々な面で利便性が向上するのに伴い、現代
社会では人間の生活リズムと自然界のサイクルが不一
致であっても、生活するうえで支障をきたすことは激
減してきたといえる。そして最近では、我々現代人は
その恩恵を受けている反面、人間が本来保つべき、適
切な起床時刻、就寝時刻、質の良い十分な睡眠時間に
よる望ましい生活リズムが乱れてきているという指摘
が、日本の子どもの生活についてもなされている。例
えば神山１）によれば、夜10時以降に寝る３歳児が、
1990年の調査結果では、オーストラリアでは4.1％で
あるのに対して日本では36％であり、更に年々遅寝の
子どもが増加し、2000年の日本小児保健協会の調査で
は52％になっているという。また、平均就寝時刻と平
均起床時刻を合わせて見た場合には、日本（草加市、
1999－2000年）では21時44分と７時48分、スイスは19
時38分と７時（1984年）、フランスは20時と７時18分
（1991年）、アメリカは21時11分と７時５分（2000年）
と、遅寝・遅起きの傾向が顕著である。更に、東京都
の小学４年生から中学３年生を対象にした調査から、
「今の生活にあてはまる事柄」として「睡眠不足」を
選択した割合が、「塾などで疲れる」、「食事が不規則」、
「下校後だらだら過ごす」、「部・クラブ活動で疲れ
る」を選択したどの割合と比較しても、いずれの学年
においても一番高く、約６割前後に上るということが
示された。11歳から16歳の対象者の夜間睡眠時間にお
いても、日本の平均睡眠時間は、台湾と並んで、スイ
スやベルギー、スコットランドと比べて約２時間短い。
（但し、台湾では亜熱帯ということもあり中学生には
昼寝の時間がある。）日本の子どもの睡眠時間の短さ
は群を抜いていると言っても過言ではないだろう。
そしてその傾向は、1993年に東京、仙台、熊本を比
べた研究においては東京の方が仙台、熊本よりも遅寝
遅起きだったが、1999年になると仙台も熊本も東京と
同じように遅寝遅起きになっている２）というように、
また、髙桑ら３）による山形県天童市の３歳児を対象に
した生活リズム調査の結果においても、子どもの睡眠
時間は、平均が９時間15分程度と、首都圏の同じ年代
の子どもの睡眠時間と比較して短いことが示されたよ
うに、近年では地域差が減少してきたものと考えられ
る。
「生活リズム」という場合、そこには「食事」、「睡
眠」、「自宅や保育施設での時間のすごし方」等多岐に
亘る内容が含まれるといえよう。その中で本研究にお
いては、睡眠に着目することとする。前述のように子
どもの睡眠については、問題提起される機会が増加し
ており、その関心の高まりは子どものより良い生活リ
ズムを考えていく上で生活リズムについての考慮を促
進するものとなろう。しかしその一方で、起床時刻、
就寝時刻、睡眠時間を調査しその分布を結果としてま
とめることに終始する場合も少なくない。実態を踏ま
えた上で、睡眠のありようが子どもの実際の状態とど
のような関連を持つのかという点に検討を加えること
で、睡眠が子どもに対して及ぼす影響の様相がより明
〔 要 約 〕
本研究では山形県天童市の幼児98名とその養育者を対象に、生活リズムに関するアンケート調査を
行った。幼児達の平均睡眠時間は９時間17分であったが、睡眠時間の長さの違いよりも、起床時刻、就
寝時刻の違いの方により幼児の状態との関連が見られ、早目の起床時刻、就寝時刻が、子どものより良
い状態につながるものであることが示唆された。また、一週間の中では週末の睡眠時間が長く、それは
起床時刻が遅いことによることが示され、養育者の生活スタイルが子どもの生活リズムに影響を与えて
いるものと考えられた。
（2008年９月26日受理）
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確になることが期待されよう。
以上のようなことから、本研究においては、睡眠に
関する生活リズムの実態を把握すると共に、睡眠に関
する種々の事項が互いにどのように関わり合っている
のか、また生活に関する睡眠以外の事項とどのように
関連を持ち得るのか、といったことを検討していきた
い。更に、生活リズムとは、ある一日の過ごし方のみ
に対してではなく、ある一定の期間を通して把握され
るべきものであることから、一日のみの調査ではなく
一週間を通した調査を行うことで生活リズムに更なる
知見を得ることを目的として、本研究を行うこととす
る。
方法
１．対象施設 天童市内の公立保育所 ２園
対 象 者 上記の保育所に在籍する幼児（98名、
年中・年長児）と、その養育者
２．実施期間 平成19年９月24日（月）～９月30日（日）
３．手 続 き
対象施設の２園おいて、「生活リズム調査」と「週
末の生活行動調べ」の２種類の調査からなる、養育者
に対するアンケート調査を行う。アンケート調査の内
容は次の通りである。
４．養育者に対するアンケート調査
養育者に対するアンケート調査は、１日の子どもと
養育者の生活リズムに関する項目について一週間毎日
記述を求める「生活リズム調査」と、一週間をまとめ
て振り返って週末のみに記述を求める「週末の生活行
動調べ」の２種類が用意された。
４－１．生活リズム調査
月曜日から日曜日まで一週間、毎日の記入が求めら
れた「生活リズム調査」は、以下のようなものである。
以下の質問項目の内、時間については、当てはまる
時間をお書きください。その他については、当てはま
る選択肢の番号を一つ選んで、○で囲んでください。
１．本日のお子さんの生活の様子についてお尋ねしま
す。
１）睡眠について
①前日の就寝時刻は何時ですか 午後 時 分
②本日の起床時刻は何時ですか 午前 時 分
良い やや良い やや悪い 悪い
③寝つきはどうでしたか ４ ３ ２ １
④目覚めはどうでしたか ４ ３ ２ １
２）食事について
①朝食時刻は何時でしたか
午前 時 分 ， 欠食した
②夕食時刻は何時でしたか
午後 時 分 ， 欠食した
かなりある ややある 余りない 全くない
③朝食の食欲はありましたか ４ ３ ２ １
④夕食の食欲はありましたか ４ ３ ２ １
３）生活行動について
良い やや良い やや悪い 悪い
①体調はどうでしたか ４ ３ ２ １
②機嫌はどうでしたか ４ ３ ２ １
２．養育者（主に子どもの世話をしている人）の生活
についてお尋ねします。
１）睡眠について
①前日の就寝時刻は何時ですか 午後 時 分
②本日の起床時刻は何時ですか 午前 時 分
２）食事について
①朝食時刻は何時でしたか
午前 時 分 ， 欠食した
②夕食時刻は何時でしたか
午後 時 分 ， 欠食した
５－１．週末の生活行動調べ
「週末の生活行動調べ」は、次のようなものである。
この一週間の、ご家庭でのお子さんの様子について
お尋ねいたします。
一週間の生活を振り返って、当てはまる選択肢の番
号を一つ選んで、○で囲んでください。
①健康状態はいかがでしたか？
良かった 良くなかった
２ １
②特別疲れている様子は見られましたか？
まったく見られなかった あまり見られなかった やや見られた とても見られた
４ ３ ２ １
③気持ちが安定して、毎日の生活を送ることができて
いましたか？
とてもできていた ややできていた 余りできなかった まったくできなかった
４ ３ ２ １
④家族の方とコミュニケーションをとることができて
いましたか？
とてもできていた ややできていた 余りできなかった まったくできなかった
４ ３ ２ １
⑤家庭での遊び、行動に、興味をもって取り組んでい
る様子が見られましたか？
とても見られた やや見られた 余り見られなかった まったく見られなかった
４ ３ ２ １
⑥幼児にふさわしい生活リズムを保った生活を送るこ
とができていましたか？
とてもできていた ややできていた 余りできなかった まったくできなかった
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４ ３ ２ １
⑦その他、お気づきのことがあればお書き下さい。
結果と考察
Ａ．「生活リズム調査」について
一週間を通して毎日記録された、「生活リズム調査」
の各質問項目についての結果を、以下に示す。なお、
区分については、例えば「１～1.5」は「１以上1.5未
満」を意味するものとし、この区分の仕方をすべての
項目について用いることとする。
１．各質問項目の結果について
１－１．睡眠について
＜就寝時刻＞
表１ 子どもの就寝時刻
図１ 子どもの就寝時刻
就寝時刻が21時半から22時の間の対象児が43.9％と
一番多くなっている。22時半以降に就寝する対象児も
7.2％見られる。なお、全対象児の平均就寝時刻は、21
時41分となっている。
＜起床時刻＞
表２ 子どもの起床時刻
図２ 子どもの起床時刻
起床時刻が６時半から７時である対象児が42.9％と
一番多く、次いで７時から７時半の対象児が多く見ら
れる。全対象児の平均起床時刻は６時59分である。
＜睡眠時間＞
表３ 子どもの睡眠時間
図３ 子どもの睡眠時間
睡眠時間が９時間から９時間半の間に属する対象児
が、41.9％と最も多い。全対象児の平均睡眠時間は、
９時間17分である。
＜寝つき＞
表４ 子どもの寝つき
％人 数区 分
1.01７時間半以上 ８時間未満
2.12８時間以上 ８時間半未満
20.420８時間半以上 ９時間未満
41.941９時間以上 ９時間半未満
28.628９時間半以上 10時間未満
5.1510時間以上 10時間半未満
1.0110時間半以上 11時間未満
10098合 計
％人 数区 分
1.011 ～1.5
2.021.5～2
5.152 ～2.5
16.3162.5～3
29.6293 ～3.5
46.0453.5～
10098合 計
％人 数区 分
2.02５時半～６時
10.210６時 ～６時半
42.942６時半～７時
33.733７時 ～７時半
9.29７時半～８時
2.02８時 ～８時半
10098合 計
％人 数区 分
2.0220時 ～20時半
4.1420時半～21時
26.52621時 ～21時半
43.94321時半～22時
16.31622時 ～22時半
7.2722時半～
10098合 計
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図４ 子どもの寝つき
「寝つき」についての評定値が3.5以上である対象
児が46.0％と最も多い。「寝つき」が「やや悪い｣以下
となる評定値３未満の対象児は、24.4％を占めている。
全対象児の平均評定値は3.3である。
＜目覚め＞
表５ 子どもの目覚め
図５ 子どもの目覚め
「目覚め」の評定値が3.5以上である対象児が
42.9％と最も多い。「目覚め」が「やや悪い｣以下とな
る評定値３未満の対象児は17.3％を占めている。全対
象児の平均評定値は3.4である。
１－２．食事について
＜子どもの朝食時刻＞
表６ 子どもの朝食時刻
図６ 子どもの朝食時刻
子どもの朝食時刻が７時半から８時までの間に属す
る対象児が42.3％と、一番多くなっている。表２、図
２で示された、起床時刻が６時半から７時半までの間
の対象児が多く見られる結果を受けての傾向であると
思われる。全対象児の平均朝食時刻は、７時33分であ
る。
＜子どもの夕食時刻＞
表７ 子どもの夕食時刻
図７ 子どもの夕食時刻
夕食時刻が18時半～19時、19時～19時半である対象
児が約７割を占めている。全対象児の平均夕食時刻は
18時50分である。
％人 数区 分
6.162 ～2.5
11.2112.5～3
39.8393 ～3.5
42.9423.5～
10098合 計
％人 数区 分
1.01６時 ～６時半
6.26６時半～７時
35.034７時 ～７時半
42.341７時半～８時
12.412８時 ～８時半
3.13８時半～９時
10097合 計
％人 数区 分
1.0117時半 ～18時
21.42118時 ～18時半
35.83518時半 ～19時
34.73419時 ～19時半
6.1619時半 ～20時
1.0120時 ～20時半
10098合 計
幼児の生活リズムに関する調査 49
329－ －
＜子どもの朝食食欲＞
表８ 子どもの朝食食欲
図８ 子どもの朝食食欲
「朝食食欲」の評定が３以上の対象児が過半数を占
めているが「寝つき」（表４、図４）、「目覚め」（表５、
図５）における評定３以上の対象児の割合よりは低く
なっている。全対象児の平均評定値は3.0である。
＜子どもの夕食食欲＞
表９ 子どもの夕食食欲
図９ 子どもの夕食食欲
評定値が3.5以上の対象児が57.1％と過半数を占め、
評定値が2.5未満の対象児が認められないことから、
朝食食欲に比べて夕食食欲の評定値の方が高い傾向に
あるといえる。全対象児の平均評定値は3.52である。
１－３．生活行動について
＜子どもの体調＞
表10 子どもの体調
図10 子どもの体調
評定値が3.5以上の対象児が、大半を占めており、体
調については概ね良好であることが伺える。全対象児
の平均評定値は3.72である。
＜子どもの機嫌＞
表11 子どもの機嫌
図11 子どもの機嫌
「子どもの体調」と同様、評定値が3.5以上の対象児
が大半を占めており、機嫌についても概ね良好である
ことが伺える。全対象児の平均評定値は3.73である。
％人 数区 分
9.292.5～3
33.7333 ～3.5
57.1563.5～
10098合 計
％人 数区 分
1.011 ～1.5
1.011.5～2
15.3152 ～2.5
23.5232.5～3
38.8383 ～3.5
20.4203.5～
10098合 計
％人 数区 分
1.012 ～2.5
1.012.5～3
22.5223 ～3.5
75.5743.5～
10098合 計
％人 数区 分
1.012 ～2.5
2.022.5～3
19.4193 ～3.5
77.6763.5～
10098合 計
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１－４．養育者の睡眠について
＜養育者の就寝時刻＞
表12 養育者の就寝時刻
図12 養育者の就寝時刻
就寝時刻が「22時半～23時」、「23時～23時半」に属
する対象者がそれぞれ24.5％と最も多い。それ以降の
就寝時刻に属する対象者が27.5％を占め、養育者の就
寝時刻が全体的に遅めである傾向が認められる。全対
象者の平均就寝時刻は、23時03分である。
＜養育者の起床時刻＞
表13 養育者の起床時刻
図13 養育者の起床時刻
起床時刻が「６時～６時半」に属する対象者が最も
多く、表２、図２との比較より、所属する対象児の割
合が高い子どもの起床時刻区分より少し早目の時刻区
分に養育者のピークが見られることが分かる。このこ
とより、養育者がまず起床して、それから子どもが起
床するという生活スタイルが予想される。全対象者の
平均起床時刻は、６時16分である。
＜養育者の睡眠時間＞
表14 養育者の睡眠時間
図14 養育者の睡眠時間
睡眠時間が「７時間～７時間半」に属する対象者が
最も多く、次いで「６時間半～７時間」に属する対象
者が多くなっている。平均睡眠時間は、７時間10分で
ある。
％人 数区 分
11.211６時間未満
7.17６時間以上 ６時間半未満
21.421６時間半以上 ７時間未満
23.523７時間以上 ７時間半未満
18.418７時間半以上 ８時間未満
10.210８時間以上 ８時間半未満
5.15８時間半以上 ９時間未満
3.13９時間以上
10098合 計
％人 数区 分
9.29～５時半
18.418５時半～６時
36.736６時 ～６時半
23.523６時半～７時
11.211７時 ～７時半
1.01７時半～８時
10098合 計
％人 数区 分
4.14～21時半
8.2821時半～22時
11.21122時 ～22時半
24.52422時半～23時
24.52423時 ～23時半
12.21223時半～24時
15.31524時 ～
10098合 計
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１－５．養育者の食事について
＜養育者の朝食時刻＞
表15 養育者の朝食時刻
図15 養育者の朝食時刻
朝食時刻が「７時～７時半」に属する対象者が最も
多く、次いで「７時半～８時」に属する対象者が多く
なっている。表５、図５から、子どもの朝食時刻と連
動した結果であることが伺われる。平均朝食時刻は、
７時29分である。
＜養育者の夕食時刻＞
表16 養育者の夕食時刻
図16 養育者の夕食時刻
夕食時刻が「19時～19時半」に属する対象者が最も
多く、表７、図７で示された「子どもの夕食時刻」と
比較すると、全体的な傾向は類似しているものの養育
者の夕食時刻の方が、少し遅めになっていることがわ
かる。全対象者の平均夕食時刻は19時00分である。
２．睡眠時間の違いと他項目との関連について
睡眠時間の長短がどのような影響を与えうるのかを
知るために、他項目とどのような関連を示すのかを見
ていくこととする。
一週間の平均睡眠時間は、最も短い時間が７時間42
分、最も長い時間が10時間44分であった。度数分布よ
り、睡眠時間の短い方から50％の対象児が９時間20分
までの睡眠時間に属していることから、９時間20分ま
での睡眠時間の対象者をＳＳ群（49名、平均８時間55
分）、９時間21分以上の睡眠時間の対象者をＳＬ群（49
名、平均９時間39分）とし、他項目における各群の比
較を行った。
２－１．睡眠時間の違いによる、睡眠に関する項目に
おける比較
睡眠に関する項目について、ＳＳ群、ＳＬ群の比較
を行った結果を、表17に示す。
表17 睡眠時間の違いによる、睡眠に関する項目に
おける平均値の比較
睡眠時間の長短により、就寝時刻と起床時刻におい
て有意差が見られる。睡眠時間は、就寝時刻と起床時
刻から算出されるものであるため関連があるのは十分
に考えられることではあるが、表17の数値から、睡眠
時間が長い群においては、就寝時刻が早く起床時刻が
遅くなるというように、就寝時刻起床時刻双方に同様
に関連が見られることがわかる。
一方、「寝つき」、「目覚め」については、睡眠時間
の長短による違いは見られない。睡眠時間が比較的長
くても短くても、「寝つき」、「目覚め」には差がない
ということがいえる。
２－２．睡眠時間の違いによる、食事に関する項目に
おける比較
食事に関する項目について、ＳＳ群、ＳＬ群の比較
を行った結果を、表18に示す。
％人 数区 分
1.0117時半～18時
16.31618時 ～18時半
28.62818時半～19時
38.83819時 ～19時半
11.21119時半～20時
4.1420時 ～
10098合 計
％人 数区 分
1.01６時 ～６時半
11.010６時半～７時
38.535７時 ～７時半
34.131７時半～８時
11.010８時 ～８時半
4.44８時半～
10091合 計
目覚め寝つき起床時刻**就寝時刻**
3.353.23６時51分21時56分ＳＳ群
3.413.40７時06分21時26分ＳＬ群
**p＜0.01
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夕食時刻*朝食時刻
19時10分７時26分ＳＳ群
18時51分７時31分ＳＬ群
*p＜0.05
表18 睡眠時間の違いによる、食事に関する項目に
おける比較
表18で示される各項目については有意差は見られず、
睡眠時間の長短によって、「朝食時刻」、「夕食時刻」、
「朝食食欲」、「夕食食欲」に違いが生じるというわけ
ではないことがわかる。
２－３．睡眠時間の違いによる、生活行動に関する項
目における比較
生活行動に関する項目について、ＳＳ群、ＳＬ群の
比較を行った結果を、表19に示す。
表19 睡眠時間の違いによる、生活行動に関する項目に
おける比較
「体調」、「機嫌」についても、睡眠時間の長短によ
る有意差は見られない。
２－４．睡眠時間の違いによる、養育者の睡眠に関す
る項目における比較
養育者の睡眠に関する項目について、ＳＳ群、ＳＬ
群の比較を行った結果を、表20に示す。
表20 睡眠時間の違いによる、養育者の睡眠に関する
項目における比較
養育者の「起床時刻」において、子どもの睡眠時間
の長短による有意差が認められた。起床時刻について
は、表17より子どもの場合にも有意差が認められてい
ることから、子どもの場合でも養育者の場合でも、睡
眠時間が比較的短い場合には起床時刻が早い傾向があ
るということがわかる。また、養育者の睡眠時間は、
ＳＳ群の方がＳＬ群より短めであるが、ＳＳ群で養育
者の「就寝時刻」が早めであることから、ＳＳ群はＳ
Ｌ群に比べて早寝早起きの傾向があることがわかる。
２－５．睡眠時間の違いによる、養育者の食事に関す
る項目における比較
養育者の食事に関する項目について、ＳＳ群、ＳＬ
群の比較を行った結果を、表21に示す。
表21 睡眠時間の違いによる、養育者の食事に関する
項目における比較
表21より、「夕食時刻」においてのみ、睡眠時間の長
短による有意差が見られた。
以上のことから、子どもの状況についての各項目に
おいて睡眠時間の長短による違いを検討した際には、
「就寝時刻」、「起床時刻」、「朝食時刻」では有意差が
見られたが、それ以外の項目では違いは見られず、睡
眠時間の長短の影響が認められなかった。養育者の状
況についての各項目においては、養育者の「起床時刻」、
「夕食時刻」でのみ有意差が見られた。「寝つき」、「目
覚め」、「朝食食欲」、「夕食食欲」、「体調」、「機嫌」に
おいては差が見られなかったことから、睡眠時間が比
較的短いことが必ずしもそれらの項目において望まし
くない状況と結びつくわけではないということが示さ
れたといえよう。
３．起床時刻の違いと他項目との関連について
一週間の平均起床時刻は、最も早い時刻が５時47分、
最も遅い時刻が８時07分であった。度数分布より、起
床時刻の早い方から49％の対象児が６時55分までの起
床時刻に属していることから、６時55分までの起床時
刻の対象者をＧＥ群（48名、平均時刻６時38分）、６時
57分以降の起床時刻の対象者をＧＬ群（50名、平均時
刻７時18分）とし、他項目における各群の比較を行っ
た。
３－１．起床時刻の違いによる、睡眠に関する項目に
おける比較
睡眠に関する項目について、ＧＥ群、ＧＬ群の比較
を行った結果を、表22に示す。
表22 起床時刻の違いによる、睡眠に関する項目に
おける比較
起床時刻の違いによって、「就寝時刻」、「睡眠時間」、
「目覚め」において有意差が見られる。起床時刻が比
較的早い群では、「目覚め」も高い評定となっているこ
とが示されている。有意差は見られないが、「寝つき」
養育者睡眠時間養育者起床時刻*養育者就寝時刻
７時間06分６時09分23時00分ＳＳ群
７時間14分６時23分23時06分ＳＬ群
*p＜0.05
夕食の食欲朝食の食欲夕食時刻朝食時刻
3.523.0318時52分７時31分ＳＳ群
3.522.9518時48分７時35分ＳＬ群
機嫌体調
3.733.70ＳＳ群
3.733.73ＳＬ群
目覚め**寝つき睡眠時間**就寝時刻**
3.523.35９時間05分21時32分ＧＥ群
3.243.28９時間28分21時50分ＧＬ群
**p＜0.01
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についても、起床時刻が比較的早い群の方が評定値が
高めの傾向が見られる。
３－２．起床時刻の違いによる、食事に関する項目に
おける比較
食事に関する項目について、ＧＥ群、ＧＬ群の比較
を行った結果を、表23に示す。
表23 起床時刻の違いによる、食事に関する項目に
おける比較
表23より、起床時刻が比較的早い群では、朝食時刻
も早いということが分かる。「夕食時刻」、「朝食」、「夕
食食欲」については有意差は見られない。
３－３．起床時刻の違いによる、生活行動に関する項
目における比較
生活行動に関する項目について、ＧＥ群、ＧＬ群の
比較を行った結果を、表24に示す。
表24 起床時刻の違いによる、生活行動に関する項目に
おける平均値の比較
表24より、「体調」、「機嫌」の評定において、有意差
は認められないものの、起床時刻が比較的早い群では、
「体調」、「機嫌」ともに評定が高めの傾向が見られる。
３－４．起床時刻の違いによる、養育者の睡眠に関す
る項目における比較
養育者の睡眠に関する項目について、ＧＥ群、ＧＬ
群の比較を行った結果を、表25に示す。
表25 起床時刻の違いによる、養育者の睡眠に関する
項目における比較
起床時刻の違いによって、養育者の「起床時刻」で
有意差が見られる。子どもの起床時刻が比較的早い群
では、養育者の起床時刻も早いという関連が認められ
る。
３－５．起床時刻の違いによる、養育者の食事に関す
る項目における比較
養育者の食事に関する項目について、ＧＥ群、ＧＬ
群の比較を行った結果を、表26に示す。
表26 起床時刻の違いによる、養育者の食事に関する
項目における比較
表26より、養育者の「朝食時刻」に有意差が見られ、
子どもの起床時刻が比較的早い群では、養育者の朝食
時刻も早いということが分かる。
以上のことから、子どもの起床時刻の違いにより、
子どもの「就寝時刻」、「睡眠時間」、「目覚め」、「朝食
時刻」、養育者の「起床時刻」、養育者の「朝食時刻」
といった様々な項目において有意差が見られ、また、
「体調｣、「機嫌」では、有意差は見られなかったもの
の、起床時刻の早い群において評定値が高めの傾向が
あるという結果が得られた。
４．就寝時刻の違いと他項目との関連について
一週間の平均就寝時刻は、21時42分、最も早い時刻
が20時12分、最も遅い時刻が23時00分であった。度数
分布より、就寝時刻の早い方から55.1％の対象児が21
時42分までの就寝時刻に属していることから、21時42
分までの就寝時刻の対象者をＢＥ群（54名、平均時刻
21時20分）、それ以降の就寝時刻の対象者をＢＬ群（44
名、平均時刻22時06分）とし、他項目における各群の
比較を行った。
４－１．就寝時刻の違いによる、睡眠に関する項目に
おける比較
睡眠に関する項目について、ＢＥ群、ＢＬ群の比較
を行った結果を、表27に示す。
表27 就寝時刻の違いによる、睡眠に関する項目に
おける比較
２－１．、３－１．で示されたように、就寝時刻が早め
の群では、睡眠時間が長く、起床時刻が早くなってい
る。また、就寝時刻の違いにより、「寝つき」、「目覚
め」に有意差が見られ、就寝時刻の早い群のほうが、
「寝つき」、「目覚め」、いずれにおいても高い評定値を
示すという結果が得られた。
４－２．就寝時刻の違いによる、食事に関する項目に
夕食の食欲朝食の食欲夕食時刻朝食時刻**
3.543.0718時47分７時19分ＧＥ群
3.502.9218時53分７時47分ＧＬ群
**p＜0.01
養育者睡眠時間養育者起床時刻**養育者就寝時刻
７時間01分５時58分22時55分ＧＥ群
７時間19分６時33分23時11分ＧＬ群
**p＜0.01
機嫌体調
3.783.76ＧＥ群
3.693.68ＧＬ群
夕食時刻朝食時刻**
19時01分７時16分ＧＥ群
19時00分７時42分ＧＬ群
**p＜0.01
目覚め**寝つき**起床時刻**睡眠時間**
3.513.47６時51分９時間30分ＢＥ群
3.223.12７時08分９時間01分ＢＬ群
**p＜0.01
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おける比較
食事に関する項目について、ＢＥ群、ＢＬ群の比較
を行った結果を、表28に示す。
表28 就寝時刻の違いによる、食事に関する項目に
おける比較
就寝時刻の違いにより、「朝食時刻」において有意差
が見られた。表27において「起床時刻」で有意差が見
られていることから、起床時刻の早さが朝食時刻の早
さにつながっているものと考えられる。「夕食時刻」、
「朝食食欲」、「夕食食欲」については、有意差は認め
られなかった。
４－３．就寝時刻の違いによる、生活行動に関する項
目における比較
生活行動に関する項目について、ＢＥ群、ＢＬ群の
比較を行った結果を、表29に示す。
表29 就寝時刻の違いによる、生活行動に関する項目に
おける比較
表29より、「体調」、「機嫌」においては、就寝時刻の
違いによる有意差は見られないものの、就寝時刻の早
い群において、｢体調｣、｢機嫌｣の評定値が高めの傾向
が認められる。
４－４．就寝時刻の違いによる、養育者の睡眠に関す
る項目における比較
養育者の睡眠に関する項目について、ＢＥ群、ＢＬ
群の比較を行った結果を、表30に示す。
表30 就寝時刻の違いによる、養育者の睡眠に関する
項目における比較
起床時刻の早い群において、養育者の「就寝時刻」、
「起床時刻」が早めで、「睡眠時間」が短めになって
いるが、養育者の「起床時刻」のみで有意差が見られ
る。
４－５．就寝時刻の違いによる、養育者の食事に関す
る項目における比較
養育者の食事に関する項目について、ＢＥ群、ＢＬ
群の比較を行った結果を、表31に示す。
表31 就寝時刻の違いによる、養育者の食事に関する
項目における比較
表31より、就寝時刻の早い群で、養育者の「朝食時
刻」、「夕食時刻｣が早めになっており、有意差が見られ
る。家庭で夕食を早くとることが、早い就寝時刻につ
ながっていることが考えられる。
以上のことから、子どもの就寝時刻の違いにより、
子どもの「睡眠時間」、「起床時刻」、「寝つき」、「目覚
め」、「朝食時刻」、養育者の「起床時刻」、「夕食時刻」
といった項目において違いが見られるという結果が得
られた。子どもの就寝時刻が比較的早いことで、子ど
もの「睡眠時間」、「起床時刻」、「朝食時刻」といった
直接影響が出やすい項目ばかりでなく、「寝つき」や
「目覚め」といった睡眠に関する子どもの状況におい
ても違いが見られる結果となっている。
５．曜日間の変動について
睡眠時間、起床時刻、就寝時刻における、一週間を
通した曜日による変動は、以下の通りである。
５－１．子どもの睡眠時間について
睡眠時間の曜日による変動は、表32、図17のように
なる。
表32 子どもの曜日別睡眠時間
図17 子どもの曜日別睡眠時間
子どもの曜日別睡眠時間については、一元配置分析
の結果、有意差が見られた（df＝6,F＝5.350,P＝0.00
＜0.01）。特に多重比較により、日曜日夜と木曜日
夜、火曜日夜と土曜日夜、水曜日夜と土曜日夜、木曜
夕食の食欲朝食の食欲夕食時刻朝食時刻**
3.553.0318時47分７時25分ＢＥ群
3.483.9418時54分７時44分ＢＬ群
**p＜0.01
機嫌体調
3.803.75ＢＥ群
3.653.67ＢＬ群
養育者睡眠時間養育者起床時刻**養育者就寝時刻
７時間09分６時06分22時57分ＢＥ群
７時間12分６時28分23時10分ＢＬ群
**p＜0.01
夕食時刻**朝食時刻*
18時52分７時22分ＢＥ群
19時12分７時37分ＢＬ群
**p＜0.01 *p＜0.05
土曜夜金曜夜木曜夜水曜夜火曜夜月曜夜日曜夜
９時間
33分
９時間
13分
９時間
06分
９時間
10分
９時間
09分
９時間
21分
９時間
27分睡眠時間
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日曜朝土曜朝金曜朝木曜朝水曜朝火曜朝月曜朝
7時14分6時56分6時53分6時47分6時56分6時57分7時07分起床時刻
日夜と土曜日夜の間に１％水準で、金曜日夜と土曜日
夜の間に５％水準で有意差が見られた。このことから、
週末に子どもの睡眠時間が長くなっていることがわか
る。
５－２．子どもの起床時刻について
起床時刻の曜日による変動は、表33、図18のように
なる。
表33 子どもの曜日別起床時刻
図18 子どもの曜日別起床時刻
子どもの曜日別起床時刻については、一元配置分析
の結果、有意差が見られた（df＝6,F＝5.586,P＝0.00
＜0.01）。特に、多重比較により、月曜日朝と木曜日
朝、日曜日朝と木曜日朝の間、金曜日朝と日曜日朝の
間に1％水準で、火曜日朝と日曜日朝、水曜日朝と日曜
日朝、土曜日朝と日曜日朝の間に５％水準で、有意差
が見られた。このことから、日曜日、月曜日の朝に起
床時刻が遅くなっていることがわかる。
５－３．就寝時刻について
就寝時刻の曜日による変動は、表34、図19のように
なる。
表34 子どもの曜日別就寝時刻
図19 子どもの曜日別就寝時刻
子どもの曜日別就寝時刻については、曜日による
変動は見られるものの、一元配置分析の結果、有意差
は認められなかった。
Ｂ．「週末の生活行動調べ」について
調査の最終日に、一週間を振り返っての回答が求め
られた「週末の生活行動調べ」の各項目についての結
果は次の通りである。
１．各質問項目の結果について
＜健康状態＞
表35「健康状態」についての評定値別人数分布
｢健康状態｣については、ほとんどの対象児が「良
かった」とされている。
＜疲労＞
表36「疲労」についての評定値別人数分布
「疲労」については、「やや見られた」が58.2％、
「とても見られた」が31.6％と、詳細については不明
ではあるものの、ほぼ９割の子どもに何らかの疲労の
様子が見られることが分かる。
＜気持ち＞
表37「気持ち」についての評定値別人数分布土曜夜金曜夜木曜夜水曜夜火曜夜月曜夜日曜夜
21時
40分
21時
43分
21時
46分
21時
37分
21時
46分
21時
35分
21時
39分就寝時刻
％人 数区 分（評定値）
5.15良くなかった 茨
93.992良かった 芋
1.01無回答
10098合 計
％人 数区 分（評定値）
1.01まったく見られなかった 允
7.17あまり見られなかった 鰯
58.257やや見られた 芋
31.631とても見られた 茨
2.02無回答
10098合 計
％人 数区 分（評定値）
46.946とてもできていた 允
49.048ややできていた 鰯
3.13余りできなかった 芋
00まったくできなかった 茨
1.01無回答
10098合 計
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＜コミュニケーション＞
表38「コミュニケーション」についての
評定値別人数分布
＜遊び、行動＞
表39「遊び、行動」についての評定値別人数分布
表37、38、39より、「気持ち」、「コミュニケーション」、
｢遊び、行動｣については、ほとんどの対象児が「安定
している」とされていることが示された。
＜生活リズム＞
表40「生活リズム」についての評定値別人数分布
表40より、約24％の対象児が「生活リズムを保った
生活を送ることが余りできなかった」とされているこ
とが示された。養育者の側から、｢気持ち｣、｢コミュニ
ケーション｣、「遊び、行動」と比較して「生活リズム」
については子どもを望ましい状況に置くことが出来て
いないと考えられていることが伺われる。
２．睡眠時間の違いと他項目との関連について
Ａ－２．と同様に、睡眠時間の長短が、「週末の生活行
動調べ」の項目とどのような関連を示すのかを見てい
くこととする。各項目について、ＳＳ群、ＳＬ群の比
較を行った結果を、表41に示す。
表41 睡眠時間の違いによる、各項目の平均値の比較
睡眠時間が比較的長い方が、各項目における評定値
が高めではあるものの、いずれの項目においても有意
差は認められない。
３．起床時刻の違いと他項目との関連について
Ａ－３．と同様に、起床時刻の違いが、他項目とどの
ような関連を示すのかを見ていくこととする。各項目
について、ＧＥ群、ＧＬ群の比較を行った結果を、表
42に示す。
表42 起床時刻の違いによる、各項目の平均値の比較
起床時刻の早い方が評定値が高めである項目がほと
んどではあるが、有意差の見られる項目はない。
４．就寝時刻の違いと他項目との関連について
Ａ－４．と同様に、就寝時刻の違いが、他項目とどの
ような関連を示すのかを見ていくこととする。各項目
について、ＢＥ群、ＢＬ群の比較を行った結果を、表
43に示す。
表43 就寝時刻の違いによる、各項目の平均値の比較
表41、42における結果と同様、就寝時刻の違いに
よって有意差の見られる項目はない。
討論
１．「起床時刻」、「就寝時刻」に留意することの必要性
について
全対象児の平均睡眠時間は、９時間17分であり、髙
桑らによって得られた９時間15分という結果と類似し
ている。本研究においては、睡眠時間等だけでなく更
に子どもの様子についても質問項目を用意したことか
％人 数区 分（評定値）
44.944とてもできていた允
49.048ややできていた鰯
5.15余りできなかった芋
00まったくできなかった茨
1.01無回答
10098合 計
％人 数区 分（評定値）
62.261とても見られた允
35.735やや見られた鰯
1.01あまり見られなかった芋
00まったく見られなかった茨
1.01無回答
10098合 計
％人 数区 分（評定値）
20.420とてもできていた允
52.051ややできていた鰯
24.524余りできなかった芋
1.01まったくできなかった茨
2.02無回答
10098合 計
生活
リズム遊び
コミュニ
ケーション気持ち疲労健康
2.903.593.333.373.121.96ＳＳ群
2.983.653.483.523.341.94ＳＬ群
生活
リズム遊び
コミュニ
ケーション気持ち疲労健康
2.943.663.453.453.231.96ＧＥ群
2.943.583.363.443.221.94ＧＬ群
生活
リズム遊び
コミュニ
ケーション気持ち疲労健康
2.943.573.333.433.261.94ＢＥ群
2.933.673.493.473.191.95ＢＬ群
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ら、その結果についても検討する。表17、18、19、20、
21より、睡眠時間の比較的長い群と短い群を比較した
結果、子どもの「就寝時刻」、「起床時刻」、養育者の
「起床時刻」にのみ有意差が見られた。睡眠時間が就
寝時刻と起床時刻から算出されるものであることから、
睡眠時間の異なる群の比較により、その両者にも差が
認められるということは十分推測されることである。
その他の項目においては有意差が見られないことから、
少なくても本研究における程度の平均睡眠時間を確保
していることを前提にした上では、睡眠時間の長短に
よって子どもの状態に差が見られるということは考え
られにくい。一方、表22、23、24、25、26より、起床
時刻の違いによる他項目との関連を見た場合には、前
述の項目に加え、子どもの「目覚め」、「朝食時刻」、
養育者の「朝食時刻｣、表27、28、29、30、31より、就
寝時刻の他項目との関連を見た場合には子どもの｢寝
つき｣、｢目覚め｣、養育者の「朝食時刻｣、「夕食時刻｣
においても有意差が認められ、更に、表24、29におい
て、子どもの「体調｣、｢機嫌」に有意差は見られない
ものの、起床時刻、就寝時刻の早い方の群で評定値が
高めであるという傾向が認められた。これらのことか
ら、睡眠時間の量の多少も重要な指標ではあるが、そ
れだけで睡眠の良し悪しを論じるのではなく、それと
同時に起床時刻、就寝時刻の動向にも留意するという
こと、子どものより良い状態を生じさせるためには早
目の起床時刻、就寝時刻を心がけることが重要になっ
てくるということが示されたといえよう。
２．曜日による生活リズムの変動について
一週間の中で睡眠時間の推移を見てみると、表32、
図17より、週末に睡眠時間が長くなっており、表33、
34、図18、19より、それは主に起床時刻の違いによっ
てもたらされていることがわかる。週末は養育者の仕
事が休みで比較的朝の起床が遅くても生活に支障が生
じないということが推測され、そのことが週末の起床
時刻の遅さ、睡眠時間の長さに反映されているという
ことが予想される。また、表25、26、表30、31より、
子どもの「起床時刻」「就寝時刻」の比較的早い群で
は養育者の「起床時刻」、「朝食時刻」も早いというよ
うに、子どもと養育者の生活リズムは連動しているこ
とが示されている。これらのことから、養育者の生活
リズムにより子どもの生活リズムも影響を受けており、
養育者の一週間の曜日による過ごし方の違いが子ども
の生活にも影響を与えているということが考えられる。
３．子どもの状況を把握する際の調査形式について
本研究においては、養育者に対するアンケート調査
として「生活リズム調査」と「週末の生活行動調べ」
の２種類が用意され、それぞれの回答が示されたが、
Ａ－２、Ａ－３、Ａ－４等で認められたような差はＢ
－２、Ｂ－３、Ｂ－４では認められなかった。例えば、
図17、18で示されているように子どもの状況は曜日に
よって異なる場合があるが、「週末の生活行動調べ」で
は「一週間の生活を振り返って」の評定が求められる
ため、養育者によってどの曜日の子どもの様子を思い
浮かべるかが異なれば、評定の数値の示す内容が異
なっている可能性も否定できない。また、一週間を全
体的に捉えた調査内容になっているために、子どもの
具体的な様子を思い浮かべてというよりは漠然とした
印象を基に回答が示されているということも考えられ
る。このようなことから、本研究においては、子ども
の状況をより鮮明に把握するための調査形式としては、
ある一定の期間の様子をまとめて一日で判断を下すと
いうよりも、子どもの一日の様子をその日のうちに記
録することで得られる結果の方が、より鮮明に子ども
の状況を示すように思われる。
全体的な印象を捉える調査形式にもその形式ならで
はの意義があろうが、その場合には、対象者にとって
回答がしやすい記述内容、形式を心がける必要がある
のではないかと考えられる。
まとめ
本研究により得られた結果から、本研究における対
象児の平均睡眠時間は、先行研究で得られた結果とほ
ぼ同じ９時間17分であったが、睡眠時間の長短より、
起床時刻、就寝時刻の違いの方に、子どもの状態との
関連がより見られるということが示された。また、一
週間の中での推移を見た場合には週末の睡眠時間が長
く、それは起床時刻の遅さによってもたらされるもの
であることが示唆され、一週間の推移に関して、養育
者の生活スタイルによって子どもの生活リズムが影響
を受けていることが考えられた。
これらのことから、子どものより良い生活リズムを
保った生活の実現を目指す際には、単に睡眠時間を長
く確保することを主眼とするだけではなく、起床時刻
や就寝時刻なども検討しながら質の良い睡眠をとるこ
とをも考慮していく必要があると思われる。本研究に
おいては、実態を探ることで幼児の睡眠についての
様々な傾向を把握することができたが、更にどのよう
な働きかけをすればより望ましい生活リズムでの生活
が可能となるのかということも、今後欠かせない視点
であると考える。
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SUMMARY
YukoOHTA,
MidoriOOKI,
YokoSAITO,
TomoakiMATSUDA:
Thisstudyinvestigatedtherhythmofdailylifeof98infantsinTendocity,Yamagataprefecture.Theaverageof
sleepingtimewasninehoursandseventeenminutes.Therisingtimeandthebedtimerelatedtotheconditionsof
theinfantsratherthanthelengthofthesleepingtime.Itwassuggestedthattheearlierrisingtimeandtheearlier
bedtimeledtothebetterconditionoftheinfants.Itwasshownthattheweekendsleepingtimewaslongerthanthe
weekdayoneinaweekanditwascausedbythelaterisingtime.Itwasthoughtthatthelifestyleofparents
influencedtherhythmofdailylifeofinfants.
（UyoGakuenColege）
TheResearchontheRhythmofDailyLifeofInfants
－FocusingontheFactoftheSleeping－
